
事業No.20

（おもて）

平成26年度 第９次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

４．平成２６年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】

事務事業の
実施概要

１　事業の概要
　新成人の二十歳の門出を祝うとともに、新成人に大人としての自覚と責任を促すことを目的に実施す
る。

２　事業の成果
　毎年、約２，０００人の新成人が集い、事業への関心は非常に高い。
　　【実績】　　　　　　Ｈ２４　　　　　　Ｈ２５　　　　　　Ｈ２６
　該当者人数　　　　　２，１５０人　　　２，０４３人　　　１，９７０人
　参加者人数　　　　約１，８００人　　約１，７５０人　　約１，７００人

事務事業名 成人式開催事業 所属名 教育委員会事務局　生涯学習・スポーツ課

整理№ 2-(1)-②

自己点検・評価シート

平成26年度 平成27年度

年度別計画

〔開催日〕
　平成24年1月3日(火)
〔開催場所〕
　とりぎん文化会館
　梨花ホール
〔対象者数〕
　約2,000人

〔開催日〕
　平成25年1月3日(木)
〔開催場所〕
　とりぎん文化会館
　梨花ホール
〔対象者数〕
　約2,000人

〔開催日〕
　平成26年1月3日(金)
〔開催場所〕
　とりぎん文化会館
　梨花ホール
〔対象者数〕
　約2,000人

　〔開催日〕
　平成27年1月3日(土)
〔開催場所〕
　とりぎん文化会館
　梨花ホール
〔対象者数〕
　約1,900人

　〔開催日〕
　平成28年1月3日(日)
〔開催場所〕
　とりぎん文化会館
　梨花ホール
〔対象者数〕
　約1,900人

　〔開催日〕
　平成27年1月3日(土)
〔開催場所〕
　とりぎん文化会館
　梨花ホール
〔対象者数〕
　約1,700人
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体系区分 コード 名　称

まちづくりの目標 20 心豊かにいきいきと　人が輝くまちづくり

政策 01 個性を活かし、活躍できる環境をつくる

施策 2102 生涯学習の推進

対　象
（何を、誰を）

新成人

意　図
（どのような状態
にするために）

新成人の二十歳の門出を祝うとともに、新成人に大人としての自覚と責任を促す。

手　段
（どうするのか）

新成人によって成人式実行委員会委員会を組織し、新成人が主体となって成人式を企画・運営する。

内
容

平成23年度 平成24年度 平成25年度

年度別実績

〔開催日〕
　平成24年1月3日(火)
〔開催場所〕
　とりぎん文化会館
　梨花ホール
〔参加者数〕
　約1,750人

〔開催日〕
　平成25年1月3日(木)
〔開催場所〕
　とりぎん文化会館
　梨花ホール
〔参加者数〕
　約1,800人

〔開催日〕
　平成26年1月3日(金)
〔開催場所〕
　とりぎん文化会館
　梨花ホール
〔対象者数〕
　約1,750人

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円）

直接経費　Ａ 1,769 1,834 1,633 1,118 1,850

事業費（Ａ＋Ｂ） 4,693 4,834 4,633 4,118 1,850

0
地方債 0 0

0 0 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 2,924 3,000 3,000 3,000

0 0
一般財源 1,769 1,834 1,633 1,118 1,850

0.40
嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00

職員数の
内　訳

正規職員 0.40 0.40 0.40

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00
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（うら）

５．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

■ １．妥当である 　
□ ２．ほぼ妥当である

□ ３．あまり妥当ではない

□ ４．妥当ではない

■ １．有効である 　
□ ２．やや有効である

□ ３．あまり有効でない

□ ４．有効でない

■ １．効率的である 　
□ ２．やや効率的である

□ ３．あまり効率的ではない

□ ４．効率的ではない

■ １．公平である 　
□ ２．やや公平である

□ ３．あまり公平ではない

□ ４．公平ではない

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】
□ １．拡充 □ (1) 意図的に拡充 □ (2) 制度的に自然増加

□ ２．改善継続 □ (1) 手段等の改善 □ (2) 効率化・簡素化 □ (3) 他事業との統合

■ ３．現状維持

□ ４．縮小 □ (1) 意図的に縮小 □ (2) 制度的に自然減少

□ ５．休止、廃止、終了 □ (1) 臨年実施等､意図的に休止□ (2) 意図的に廃止 □ (3) 制度的に終了

９．学識経験者の所見
 【中島廣光氏 評価結果】

 【石川真澄氏 評価結果】

実績

平成26年度 平成27年度

（指標の説明）

1700 1700

実績 1,750 1,800 1,750 1700

（指標の説明）

平成23年度 平成24年度 平成25年度

活
動
指
標

1

成人式参加者数
人

目標 1,800 1,800 1,800

2

目標

指標名 単位 区分

97% 100% 97% 100%

指標名 単位 平成23年度

鳥取市に住民登録している方には毎年11月に案内状を送付。市報、ホーム
ページなどでも周知を図っている。

評価項目と評価の視点

目的の妥当性

事業の有効性

資源投入の効率性

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
指
標
達
成
率

1
成人式参加者数

人

2

サービスの公平性

評価内容

企画・運営は、成人式実行委員会で行い、式典準備や事務などは事務局
（市）が行う。実行委員会と事務局がそれぞれの役割を果たし、連携して開
催準備などが進められている。

評　　価　　理　　由

出席される新成人が多く、事業への関心は非常に高い。

成人式対象者で構成される成人式実行委員会に委託し、実施している。新成
人の意向が反映されている。

評価コメント

新成人が自ら企画運営するという方法は，新成人に大人としての自覚を促す上で良い方法である。ただ
し，毎年担当者が変わることになり，前年度の反省点が，次年度に活かせないのが難点である。その点
は市の適切な指導等によりうまく対応してほしい。

評価コメント

　市教委が直接事業を企画している訳ではないため、新成人による実行委員会による準備や実施が適切
なものとなることが評価の重要な側面をなすものと考えられる。参加者数では十分に捉えることはでき
ないが、前年度よりも経費を節約した内容で実施されるなど新成人の自主性が良い方向に作用してお
り、現行の方式が適切に運用されていると考えられる。

今後の方向性

担当課等の評価コメント

引き続き新成人からなる実行委員会を構成し、新成人の自立した計画による魅力ある成人式実施
を進める。成人式は、人生の節目に生まれ育ったふるさとを思う貴重な機会ととらえて事業実施
に努めたい。

今後の課題・方向性

継続して実施する。
【平成２７年度実施概要（案）】
　日時：平成２７年１月３日（日）午後２時から
　場所：とりぎん文化会館　梨花ホール
　対象者：平成７年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者
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